
第9卒九州地方の地下水 775 

休み期間中に水位が上昇する。また， 1日1.5-2mの変化を示し，都市型の地下水位変化 が特

徴的にみられる。

トリチウム分析の結果によると，甲突川の河川水は 22.7T.U.，浅層の地下水は 15.4-16.8T. 

U勺深層の地下水は 1つの例外を除いて 1.8-6.5T. U.の範囲にあって，浅j習の地下水は降雨時

から数カ月 -2年程度，深層の地下水は数年-30年程度それぞれ経過していると判断されてい

る(1)。

本平野における塩水化*の過程は 1960年から観測されており，その範囲の変遷は図 2-9-62に

示した。 1960年には甲突川左岸の一部と新川右岸河口付近が塩水化していたが，以後徐々に拡

大し， 1969年には甲突川， 新川および脇田川の左右両岸にまで発生している。1978年の測定に

よると 2 甲突川右岸は最も揚水量が集中しているにかかわらず，あまり塩水化の範囲が内陸側に

延びていない。これは， この範囲に台地部からの地下水流入が多いためであると考えられている。

1980年 7月 14日に測定された地 F水面図(図2-9-59)をみると，甲突川左岸の内陸部には標高

1111以下の部分がみられるのに対し3 右岸部では 1111以上と なっている。

400pp111以下のいくつかの井戸について，地下水位とともに塩素イオン濃度も測定されており，

地下水位が上昇すれば，塩素イオン濃度が減少するものがある一方で，地下水位が上昇するにも

かかわらず塩水化が進行しているものもあり，かなり複雑なプロセスを経ている。塩水が舌状に

f畳入してきているらしい部分もある。

鹿児島県は，上述したようなデーターを用いて，本地域における揚水井の増減に伴う地下水位

の変動や塩水浸入域の予測を行っている。塩水化区域の回復には揚水量を現況の 50%程度まで

減少させる必要があるとしているω。 (猿山光男〉
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13. 吹上浜砂丘

(1) 地形・地質

万之瀬川河口(加世田市〉から大川河口(日吉岡η にかけての 16km聞に，九州ーといわれる吹

上浜砂丘が分布する(図2-9-63)。

砂丘は，最大幅 2.8k111，最高点 47.2111，延長 16kmの横列砂丘である。砂丘の脊後には標高

1-4 m の沖{i~低地，標高 15-50111 程度のしらす台地が発達している。流域は主として四万十

累層群と中新世に貫入した花両岩類からなる山地である。 山地は永吉川， 伊作川および万之瀬川

などによっ て浸食されており，それらの河谷部には旧期の河床砂磯層を覆って，阿多火砕流や入

戸火砕流が堆積している。 火砕流土佐積物は万之瀬川上流部では標高 300111付近まで分布している。

砂丘内は主として松林や雑木林と なっているが，凹地〈低地)は開墾されて，タ バコ， 甘藷，

平 塩素ーイオン濃度 50PP111を超えた地下水を対象としている。
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西)].，ブドウなどの畑作物がつくられている。 これらの畑地は，毎年干ばつを受ける一方，雨期

には瀧水して2 多大の被害を受けている。

(2) 地下水

口沖積平野

圃 砂丘

昌しらす台地

凹 基盤山地

図2-9-63 吹上ffi<.砂丘地域地形区分図

(九州、|農政局計画部(1)による〕

1963年は 1，644mmとかなり 霧雨年

に当っている。

しらす台地上には層厚 2-10mの砂

磯j震やロ ーム状の 2次しらすがのって

おり，この砂磯層中の不庄地下水を家

庭用の飲雑用水として利用している。

流域が狭いことから多量の水は望めな

い。一方，砂T劇習がたれさがって，ロ

ーム状の 2次しらすがカn1王層の役割を

果たしている坂下では，白噴

れ，欽雑f用百水や小規筏なy水k田補水に使

用されている。

吹上浜砂丘の後脊地のうち，金主義町

田布施地域は高橋砂丘*につづくもの

砂丘砂は後脊地にあるしらす起源の火山ガ

ラスを含む。層厚は砂丘中央部において最小

10m程度ある。深度 4.5m， 口径 1，200mm  

の浅井戸の揚水試験によると， 1l2rn3/dの揚

水で水位は 1.98m 低下し，透水量係数 4.7X

1O-{ m2/s，透水係数 2.4X 10-{ m/s，貯留係

数 0.21が得られている。 沖積層下の 2次し

らすも粒度が類似しており，ほぼ同様な値が

求まっている。

砂丘内の地下水面は，夏期において最高 6

m程度となっており，砂丘面の勾配を反映

して東側が急で，西側が緩くなっている〈図

2-9-64)。地下水位は，図 2-9-65にみられる

ように p 日雨量 10-20111mの降雨で‘は変イじ

を示していないが，年間では約 1m の季節

変化を示している。これに対して，沖積面に

ある地下水位は敏感な変化を示す。なお，平

年の降水量は 2，232.6111mであるのに対 し，

図2-9-64 高橋砂丘地下水面図

(九州農政局計画部(1)による〉

吹上浜砂丘のうち万之瀬川河口右岸部に発達する部分を高橋砂丘と限定して11乎ぷ。
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図2-9-65 地 下 水位変 化 図 (九州農政局ωによる〉
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で3 万之瀬川の支流である堀川周辺に発達する沖積低地としらす台地からなっている。砂丘と 11!

地山脚部聞は約 3kmあり， '('中和低地の標高は 3-10m で， しらす台地の標高は 15-60m であ

る。しらす台地は入戸火砕流堆1漬物からなり，平坦である。大塚から西原にかけては，阿多火砕
流の浴結凝灰岩からなる山地が突出してい る(2)(図2-9-66)。東西方向の断面図を図 2-9-67に示

した。四万十累層群からなる基盤岩の凹部に貝化石を含む砂磯，粘土居 (田布施屑)，阿多溶結凝

灰岩，砂磯，粘土互層(金裟層)，入戸火砕流堆積物が堆積しており， さらにs これらと不獲合関

係で，最大 30m程度の砂礁， シノレトおよび2次しらすなどからなる沖積層が堆積している。帯

水層となるのは田布施層の砂磯部，阿多溶結凝灰岩お よび金峰周の砂磯部などで ある。 井戸径

15-25 Cll1の深井戸で日量 600-1，200m3の取水が可能であり，比湧出量は 30-70m3/d/m程度

のものがき多い。透水係数は田布施層で 10→_10-5m/s程度，阿多浴結凝灰岩で 10-5m/sであり，

田布施層の透水性が大きいことがある。貯留係数は 10-3_10-11とぱらついている。

難透水周をなす基盤岩類の上函等高線を図 2-9-66に示した (2)。田布施層堆積以前における旧
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図2-9-67 7.)<文地質断面図
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河川によって浸食された埋没谷地形が認められ，最低標高は南田布施駅付近にある井戸でー74

m と確認されている。

一方，万之瀬川の中，上流部および支川沿いで も，深層地下水の開発が各所で行われ，谷埋め

した火砕流堆積物〈主として阿多火砕流の浴結凝灰岩で収縮クラ γ クに富んでいる〉と基盤岩である四

万十累層群の風化部および両者に挟まれた旧期河床砂礁層が取水の対象となっている。取水

量は，万之瀬川筋で日量 500~2，000 m3，や11殿川筋で日量 200m
3程度，その他の支川筋で日量

400~ 600 m3 程度となっている。比湧出量は，万之瀬川筋で 200~ 400 m3/d/mと上七!践的多く s

支川で 20~100 m3/d/m程度となっている。帯水層の透水係数は 10-
4~ 10-G m/sで¥おおむね

10-5 m/s であり，貯留係数は 10-1~ 10-4 程度である。なお， 基盤岩類の風化部から裂か水を取

水すること もまれに行われている。

(猿山光男)
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14. 湯布院盆地

(1) 地形・地質

湯布院盆地は大分川の最上流部にあり，筑後川との分水嶺で‘ある水分峠と由布岳(別名 豊後富

士・標高 1，584m)に挟まれた最大幅 2km，東北一南西方向に約 5kmの長さを有する紡錘状の

小盆地である。盆地の平坦薗は標高 460~ 500111でP その面積は約 81叩.1
2である。山地流域は約

43km2と大きい。
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図2-9-68 湯布院盆地地質図


